
















調査が平成 25 年 11 月に設置された加子母明治座改修検
討委員会のもとに実施された。その結果、耐久性、構造
安全性、耐震安全性において問題があることが判明した。















「明治座建築仕様帳」（明治 27 年 1 月）には、本棟が棟


















































































写真 9 　柱X6Y3 の湾曲




















































































































査の結果より第 2種地盤とした。地域係数（Z = 1.0）、









Ｘ方向（けた行方向）2階 1/704rad　1 階 1/37rad































⑤  1 階、2 階の耐力バランスを考慮し、各層の変形角




































法第 20 条令第 86 条（積雪荷重）により、地震力と同時
に作用する場合の積雪荷重（N/㎡）は、S× 30N/cm・























とし、収容人数 2 階 120 人とする。
以上から、積載荷重は観客なしの場合、収容人員（特
に 2 階）に制約を設けない場合、2 階の入場制限を設け
る場合の 3種類を設定した。
荷重条件 a）収容人数 2階 0人、積載荷重 38kN
荷重条件 b）収容人数 2階 300 人、積載荷重 230kN















































































W1＝ 522.37kN、W2 ＝ 1207.70kN とする。階高は 1層



































答変形角は、1層で 1/23 rad から 1/26rad、2 層で




























柱、X6Y11 柱は、そのまま残して、添え柱 200 × 135
（平均）を設け、鉄バンドにて 4箇所で結束した。また、
















































本改修調査研究をもとに平成 26 年 12 月 11 日に起工式
が行われ、翌平成 27 年 9 月 25 日に工事完了検査が行わ
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